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概要 : 鉄道 総合技術研究所 お よ び ニ チ ア ス 側 、 シ ー ア イ 化成体) は 新 し

い 高 性能 制 振 材 「磁性複合型制振材 ( マ グ ダ ン パ ー ) J を 開 発 し た 。

磁性複合型制振材 ( マ グ ダ ン パ ー ) は 磁 性 ゴ ム 層 を 適 用 し た 新 し い

拘束型制振 材 で あ る 。 磁性 ゴ ム 層 の 適用 に よ り 、 従来型制振 材 に 観 ら

れ な い 良好 な 制振特性お よ び簡易 な 施工 性 を 備 え る こ と が可 能 に な っ

た 。
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， . ま え が き
鉄道総合技術研究所 お よ び ニ チ ア ス 側 、 シ ー ア イ 化成側 は 新 し い 高性 能 制 振 材 「 磁 性 複

合 型 制 振 材 ( マ グ ダ ン パ ー ) J を 開 発 し た 。 従来 よ り 制 振 性 能 に 優 れ た 拘束型制 振 材 の 開

発が な さ れ て き た 。 従来 の 拘 束型制振材 は 接着剤 を 用 い る 等 の 方法 で 振動 体 に 施工す る 。

を 要 し た 。 ま た 、 特 定 の 温度 や 周 波数以外 の 条件 で制 振 性 が 劣 る 等 の 短所 が あ っ た 。 マ グ

ダ ン パ ー は こ れ ら の 短所 を 克 服す る こ と を 目 的 に 開 発 さ れ た 。 磁性 ゴ ム 層 の 適用 に よ り 、

従来型制振材 に 観 ら れ な い 良 好 な 制 振特性お よ び 簡易 な 施工性 を 備 え る こ と が可 能 に な っ

た 。

2 . 磁性複 合型制 振材 の 制 振 メ カ ニ ズ ム

図 1 に マ グ ダ ン パ ー の 構造 を 、 図 2 に そ の 制振 メ カ ニ ズ ム を 示す 。 マ グ ダ ン パ ー は フ ェ

ラ イ ト 粉 を ゴ ム 層 に 配合 し て 着磁 し た 磁 性 ゴ ム 層 と 珪酸 カ ル シ ウ ム 層 の 拘 束 層 か ら 構成 さ

れ る 。 磁 性 ゴ ム 層 は 粘 弾性 に 富 み 、 内部損 失 に よ る 制振 機 能 を 有 し て い る 。 拘 束 層 に 拘束

さ れ る こ と に よ り 、 磁 性 ゴ ム 層 の 歪 み変形量が増 加 し て 、 内 部 損 失 が 増大す る 。

一 方 、 磁性 ゴ ム 層 が磁 力 吸 着す る こ と に よ っ て マ グ ダ ン パ ー は 鉄橋 等 の 振 動体 に 簡単 に

施工す る こ と が で き る 。 ま た 、 マ グ ダ ン パ ー が振 動体 の 振 動 に 追随す る 過程 で 振 動 体 と の

界面 に すべ り 摩擦が 生 じ る 。 すべ り 摩擦 に よ っ て 振動エ ネ ルギ の 一部 が 熱 エ ネ ル ギ ー と し

て 損失 す る 。 こ う し た す べ り 摩擦効果 が 、 磁 性 ゴ ム 層 に よ る 内 部摩擦効果 に 相 乗 し て 優 れ

た 制 振 効 果 が 得 ら れ る 。

3 . 磁性複 合型 制 振 材 の 制 振特性
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この場合、完全に接着するまで制振材を保持しなければならない、など多くの労カ・時間




